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2. 水理地質構造 

2.1 ダム基礎の水理地質特性 
2.1.1 ダムサイト地質構成 
琴川ダムのダムサイトおよび貯水池には、新生代第三紀中新世の広瀬花崗閃緑岩と、これを

被覆または貫いている中新世の太良ヶ峠火山岩が基盤岩として分布している。 

広瀬花崗閃緑岩と太良ヶ峠火山岩との地質境界は、ダムサイト南方の焼山峠よりダムサイト

の上流約 100m の琴川河床を経て、ダムサイト北方の鳥居峠付近にかけて弓状に位置している。

この地質境界よりも南側（ダムサイト側）には広瀬花崗閃緑岩が、北方（貯水池側）には太良ヶ

峠火山岩が分布する。 

広瀬花崗閃緑岩は、風化部や節理面に沿って分布する熱水変質脈を除けば、基本的には堅硬

で良好な岩盤で構成されている。 

太良ヶ峠火山岩は、ダムサイト上流～貯水池および右岸山体高標高部に分

布する。太良ヶ峠火山岩は、広瀬花崗閃緑岩に貫入あるいは被覆するように

して分布している。本岩は、安山岩質の火砕岩（凝灰岩～凝灰角礫岩）を主

体とする。 

太良ヶ峠火山岩とこれに隣接する広瀬花崗閃緑岩は熱水変質作用を受けており、珪化変質帯

や節理に沿う軟質な熱水変質脈が形成されている。 

本地質境界沿いには、珪化変質した岩石が分布している。珪化変質した岩石は、珪化花崗閃

緑岩および珪化太良ヶ峠火山岩として区分した。 

これらの基盤岩を覆って、第四紀の段丘堆積物、崖錐堆積物、河床堆積物

および現河床堆積物等の未固結堆積物が分布する。 
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琴川ダムサイト 地質層序 
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2.1.2 ダムサイトの透水性及び地下水位の概要 
(1) 透水性状 
左岸側は、地表からの深度 10～15ｍでは 20Lu 以上と高透水性を示すが、深度と共に透水性は

低くなる。2Lu 以下仁尾南東水性ゾーンは、深度 20～40ｍで出現する。 

右岸側は、20Lu 以上の高透水性ゾーンが河床標高(EL.1405ｍ)付近まで分布する。2Lu 以下の

難透水性ゾーンは、ダムアバット区間（R1～R5 測線間）では河床標高付近で出現するが、天端

付近よりも高標高側（R5 測線よりも山側）では、地表からの深度 30ｍで、地形に沿って上昇す

る。 

河床部は全体に難透水性を示すが、L1 測線の深度 20～30ｍ及び 50～65ｍ周辺に高透水性ゾー

ンが分布する。 

 

(2) 地下水位 
 ダム軸の地下水位は、右岸側では地表からの深度 20～25ｍで地形に沿った分布を示している

が、右岸側ではダムアバット部（R1～R5 測線間）で河床標高付近（EL.1405ｍ付近）と低く、R6

測線よりも山側（右岸側）では、置ひょからの深度 40～50ｍで地形に沿って上昇している。 

 左岸側の地下水位は、ダムアバットから約 100ｍでサーチャージ水位と交差する。 

 右岸側の地下水位は、ダムアバットから約 50ｍでサーチャージ水位と交差する。 
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